
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「沖縄は着々と戦争の準備が進められている。戦車が当

たり前のように公道を走行していた。座り込みして抵抗する

島人を力ずくで引き抜いていく機動隊・・。この島で平和に

ただ暮らしたいだけなのに、いのちの危険にさらす軍事基

地はいらない・・と必死に訴える若いお母さん・・・」などなど、

５０名近い参加者から、たくさんの感想が寄せられました。 

今回のスピンオフ作品上映は、２０２４年春完成の長編ド

キュメンタリー映画の完成に先んじて、三上智恵監督は

「刻々と変わっていく、沖縄の予断を許さない状況と危機感

を全国のみなさんに知らせ共有していただきたい」との思

いから、この栃木市でも取り組もうと、「太平山麓 9 条の会」 

も参加している「とちぎ市民ネット」が主催し取り組みました。 

来春完成の映画「沖縄再び戦場へ（仮）」を、ぜひ多くの方にご覧いただきたいと願っています。（大森記） 
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１９３号 
２０２３年７月２８日発行 

 

 

『沖縄、再び戦場
いくさば

へ(仮題)』 スピンオフ作品 ７／１７上映会開催 

戦後 
78年 

～みんなでうたいましょう～ 

８月２７日(日)  午後２時～午後４時 

とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館・大会議室） 

 

 

無料！ 

 戦後７８年、平和への願いを込めて「みんなでうたいましょう」を企画しました。 

特別企画としてピアニストの田中純子さんが「ひまわり・戦場のピアニスト」を演奏します。 

第三部では、皆さんからのリクエストに応え、みんなで歌います。どうぞお楽しみにご来場ください。 

田中純子さん(ピアノ) 

国立音楽大学（ピアノ専攻科）卒業。 

ピアノ指導の他、合唱の伴奏、アンサンブル 

活動を行う。また、カンボジア初め、アジア、 

オーストラリアで音楽指導、演奏を行っている。 

 

「第一部」主な曲目・・・ 

「夏の思い出 この広い野原いっぱい  

長崎の鐘 青い空は 涙そうそう      

四季のうた 野に咲く花のように 

いい日旅立ち」その他・・・ 

沖縄の島々がどんどん軍事基地化されていく・・・ 

mailto:oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp


 

 

 

 

 

 

８月上旬、花屋にはお盆用の花が並ぶ。その仏花の代表格がアスター。 

私は、この花の名を蝦夷菊と漢字で書いていた頃の話を書く。 

         各家庭に防空壕を造れと指令がでた。こんな田舎に、まさかーと思いなが 

らも、父と私は巴且杏（はたんきょう）の木陰に６人が退避できる大きさの 

壕を掘った。壕掘りは女学校の校庭で体験済み。太い角材を並べ土も盛り上 

げた。 

破産した商家に婿入りした身の祖父は、ご先祖様を第一にと２０を超す位牌や過去帳の如き

ものをかさばった唐草の風呂敷包みにした。 

 防空壕に入っても、直撃弾で木っ端微塵、焼夷弾で蒸し焼きー自分の最後は容易に想像でき

た。それまでに体験した叔父・母・叔母の病死の静けさや最期の表情の美しさとは大きな隔た

り。私は最期の場になるかも知れぬ壕を、花で飾ろうと思った。姉が育てた蝦夷菊の苗の一本

を、壕の屋根の土に植えた。 

 私の１４歳と３日目、防空壕は不要になった。壕の上には、一輪のピンクのアスターが咲い

ていた。 

 死の恐怖から、生の輝きへ。私の二つ目の誕生日となった夏のそ 

の日から６３年。曲がりくねりもがきながらも、細々と続いてきた 

道がある。今、たくさんの仲間がその道を押し広げ、色とりどりの 

アスターをかざして、先へ先へと進んでいる。その花を、私はもう 

蝦夷菊とは呼ばない。 

 

 

夏に思う 館野 サク子 

太平山麓９条の会副代表・都賀町在住 

２００８年８月（２９号）再掲載 

  120名が集った「戦争法の廃止と立憲主義の 

回復を求める県民ネットワーク」主催による、 

久しぶりの「集会＆パレード」です。   

栃木市から、戦争する国ＮＯ！「ミサイルより 

ケアを!」「憲法 9 条世界の宝」のプラカードと、とちぎ市民ネットが作った

「戦争の準備でなく平和の準備を」の幟旗を掲げ、県総合文化センターから宮 

スタンディング 8 月 9 日（水）市役所前・19 日（土）ケーズデンキ交差点 両日午後 4時～ 

スタッフ会議  8月 10日（木）・２４日（木）午後 1時半～  市民活動室くらら 2階 

６/３０ 「
戦
争
す
る
国
Ｎ
Ｏ
！ 

 
「
県
民
集
会
＆
パ
レ
ー
ド
」 

の橋まで、ぱらつく雨の中を「戦争する国はいらない・・」と、コールしな

がらパレードしました。集会では、立憲野党 5党の代表から力強い連帯の挨 

拶がありました。 

   「（略）・・・政府に求めます。日本国憲法の原点

に立ち返り、専守防衛の堅持はもとより、国際的緊

張緩和の施行。核・ミサイルの軍縮を進めるため、

外交、安全保障政策の在りようをもとめます」と、

集会アピールを採択しました。   （大森 記） 

「アスターの花」  
 


